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初級および中,上級における待遇表現教育
一 丁飢aUapaneseを中心 に して一
岡 野 喜.美子
キーワー ド
待遇表現 待遇意識 理解 と表現(使用)段 階的教育内容
は じ め に
近年,コ ミュニケーシ ョン能力の向上に力 を注 ぐ教科 書や教材 が増 えつ
っ あるの と表裏一体 で,待 遇表現 の教 育,あ るいは敬語 の教 育 をどう行 っ
てい くか に関心 の 目が注 がれ るこ とが多 くな って きて いる。い くつかの初
級 日本語教科書 を比較,検 討 した川 口1),ピッッィ コー二2〕によって,文 型
中心型の初級教科書 では,敬 語は終わ りの方の課 に どっ とま とめて出 され
るとともに,+分 に学習者 向けに解説 され ていない傾 向があるこ とな どが
指摘 され,批 判 され てい る。 このこ とは,裏 返す と,自 然 な会誰 を提供 し
て,コ ミュニケーシ ョン能力 を高 め ようとす ると,敬 語,待 遇表現的 な要
素が,初 級教科書や初級教材 の中で より早 い段階 か ら,ま た よ り頻繁 に扱
われ ざるを得 ないこ とを意味 してい る。その一方 で,学 習負担 の軽減 を考
慮 し,初 級 日本語教育 の中での敬語 の扱 いを最 小限 に限定 して,中 級以降
に敬語教育 の中心 を置 くぺ きだとす る主張 も決 してな くな らない3)、
1)参考文献1参 照
2)参考文献2参 照
3)参考文献3中 の遠藤織枝氏の発言,参 考文献4参 照
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早大国際部 の初級教科 書TotalJapaneseでは,文 法や機能 を段階 づ
けて取 り入れ なが ら,コ ミュニケーシ ョン能力の養成 を重視 し,そ の結果
として,後 に見 るよ うに待 遇表現 を第1課 か ら段 階的 にかな りの量扱 っ
ている。 しか し,初 級 を終 わ って 中級教材(市販 の もの)に入 る とともに,
残念なが ら初級 か らの待遇表現の教育 の継続性がほ とん ど考慮 され ること
な<・ 待遇表現 は揚 当た 堕的 な中途半端 な扱 いに終 わ って しまっているの
が実状 である。
本稿 では,初 級終了後の待遇表現教育 にも視 点 を定 めて,何 が初級 で学
習 され,何 が中級以降 で学習 され るべ きかについて考 え,提 案 し,今 後 の
教育上 の指針 としたい.ま た,各 レベ ルでの待遇表現 の学習 目標 につい て
も触れたい。 さらに,待 遇表現教 育 といったときに,と か く狭義 の敬語 し




















な概念 を教 えるのではなく,日々の生活の中で学習者にとって明 らかに目





以下は,初 級教科書TptaUapanese(40課)の解 説書(文法 ノー トある
いは会話 ノー ト)で取 り上げ られてい る待遇 にかかわる項 目で ある。 これ
らのあるものは敬語 であ り,ま たあるものは聞 き手 ない しは話題 の人物 に
対す る配慮,気 配 りか ら来 る丁寧表現 な どで あ り,ま た,会 話 のや りと り
の潤滑油 とな るものな どである、
本稿 では,紙 数 の関係 で,こ れ らが どうい う文脈 の中に現 れた ものであ
るか,ど う解説 されてレ.・るかなどの多 くは省 いたが,解 説書 の中では会話
を行 う2人(3人)の 人 間関係 をきちん と押 さえた うえで,そ こで使 われた
待遇表現 が説 明 されてい る.目 本語学 習者 で あるr自 分」 と話 すr相 手」
や 「話題 の人物」 との関係 によって,敬 意 のは らい方,丁 寧 度が異なる こ
とな どが具体的 に繰 り返 し解説 され てい る。前述.したよ うに,学 習者 が 日
常的に出会 うはずの教師,ホ ームステイ先 の親,友 人,通 りすが りの人,
店員,事 務所 の職員 などとの円滑な会話 を可能 に させ る待遇表現 の学 習 と
ともに,r待遇 意識」 を高 めることを大 きな 目標 と して いるのが特徴 であ
る。
1)待 遇表現教育 のポイ ン ト
この教科書 では,大 き く分 けて次 のよ うな点 に留意 して待遇表現 を取 り
上げ,解 説 した り学習指導 した りしている。
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・学習者 にとって 目上 とはだれ かについての(第1課 での)指摘
・目上(教師,上 司,ホ ー ムステイ先 の親,友 人 の親,先 輩),目 下(弟
妹,子 ども,後 輩),同輩 に対す る待遇 についての解説
・付 き合いの中で待遇 が変化 してい く関係 とほ とん ど変化 しない関係 に
つ いての指摘
・目上 に配慮 した表現 の選択
・ウチの解 説
・相手 に配慮 したやわ らげ表現 な どの選択
・丁寧度,改 ま りな どに関す る解説
・会話 を円滑に行 うためのあいづちな どの学習
・挨拶,決 ま り言葉 な どの使 い方 の学習
・用件 の切 り出 し方,前 置 き(依頼表現,許 可求 め表現な どにおける)の
学習
・店員 に よる敬語 な ど,理 解 中心 の敬語 の早い時期 での導入
・敬語 に関す る解説 の分散(16課にわたって導入)
・既習の敬語 を整理 し,最 後 にま とめ として解説
・ス ピーチスタイル の選択 に関す る解説 と導入
デス ・マス体,く だけた話体(ダ体)のス ピーチスタィル に関 しては,か
な りの頻度 と量 で解説 がな されているが,別 稿4)で取 り上げ たので,本 稿
の次項の一覧 には載せ なかった。が,聞 き手ぺの待遇表現 とい う点か らは
本来 ここに取 り上げ るべ き重要 な もので あることは指摘 してお きたい。
以上のポイ ン トを踏 まえて,次 に個別 の待遇表現 の リス トを見てみ る.
2)各 課 において解説 された待遇表現 〔ス ビーチスタイルを除 く)
ここには,第1課 か ら待遇表現 が い くつ も取 り上げ られ,他 のほ とん
どの課で もさまざまな待遇表現が扱 われてお り,最 後の方 の課 の第38課
にな ると敬語 のまとめが解説 されてい る,と い う待遇表現の扱 いの全体像
呼)参考文献6参 照
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「ええ/い え」対 「はい/い い え」
「ぼ く ノわた し/あ た し/わ た くし」(男女
による違 い)
「あなた」 の使 用上 の制約(目上 に使 えず。
「～さん」「先生/～ 先生」)
「彼/彼 女 」 の使用上 の制約(「一 さん,一
先生」 を使 う)
教室 やオ フィスでは名字 を使 う
「～ さん,目～先生,先 生,お 父 さん,お 母
さん」
「は じめ ま して」 「ど うぞ よろ し くお願 い
します」
「ア メリカ人」対 「アメ リカの方」
「あの う」(ため らい)
「よ」(目上には注意)






「一 ま せ ん か 」 「～ ま し ょ う」
「よ か っ た ら(～ ま せ ん か 〉」 「(映画)で も
(見に 行 き ま せ ん か)」
「今 日 は ち ょ っ と ...」(断 り)


















「い らっしゃいませ ,こ ちら1そ ちら/あ
ち ら/ど ち ら,～ で ご ざ い ま チ,は い,
どうぞ,は い,い か がですか,少 々お待
ち くだ さい,お 待 たせ しま した,・どう も
あ りが とうござレ・まし稿
沈 黙か 「どうも」(店員 の感謝 の ことば に
対 して)
「〔あ の う,)すみ ませ ん/お 願 い します」
(店員 に)
「どうぞ」対 「お願 い します」
「～を ください」
「～ を見せ て ください」
「～へ行 きたいんです けど」(唐突 さを避 け
る).
「(どうも)あ りが と うご ざい ます,(ど う
も)すみませ ん,ど うも」「いいえ」
「ご注文 は}」「お飲 み物 は～」 「～ と～ と,
どち らにな さい ます か」「ホ ッ トでご ざい
ますね」
「挨拶 しな さい」(子どもに)
目上(教 師,上 司,ホ ス トペ ア レン ト,友
人 の両親 な ど)に対 す る尊敬,敬 意,礼 儀
を示す






























「～て くだ さい」(依頼 との違 い)
「～て も らえませんか」
「～てい らっ しゃいます」
「い らっ しゃい,ど うぞ お上 が りくだ さ
い,お じゃま します,こ ち らへ ど うぞ,
そ ろそ ろ失礼 します,お じゃ ましま した,
気 をつけて」
「(遊び に来)て くだ さい」
「お帰 りにな ります」「どち らさまです か」
「～ と申します」
「～でご ざい ます」
「～ さん,お 願 い します」 「ち ょっ と ノ少
々お待 ち くだ さい」
「失礼 します」「ごめん ください」 「失礼 し
ま した」
「._け ど/が 」
「はい,え え,そ うですね,そ うです か,
そ う～,へえ」
「(忘れ)ないで くだ さい」
「すみ ませ ん(で した)」「失 礼 し ま した」
「ごめんな さい」 「ごめん」
敬語動詞 につ いての解説
5)TotaUapaneseでは 電 話 で の名 乗 りをr謙 譲 語 」 と した が,rT重 語 」 を含




















「なさる」 「い らっ しゃる(=行 く,来 る)」
「申す」
「いかがですか」
「あの う,ち ょっ とうちに電話 したいんで
す けど,(電話使 って もいいですか)」
「使 って もいい です か」「ここ,い い です
か」
「す み ませ ん。来 るんです」 「あ,今 使 う
んです けど」
「～て いた だけ ませ んか」 「～て いただ け
ないで しよ うか」
「今 ち ょっとよろ しいで しょ.うか」 「ち ょ
っ とお願 いがあるんですが,...」
「あ し た 文 楽 を見 に行 くん で す け ど,
・ 」




「忙 しくて ...」「今 ち ょっ と レポ ー トを
書 いて(い)るんで_」
「ど うぞ よろ.しくお願 い します」
「ほ しい」「～たい」 の制約的用 法(「いいで
す ね/お 願 い します/い ただき ます」 の
使用)
「今 は(けっこ うです)」
「あげ る,さ しあげ る」 「くれ る,く だ さ
















31課 切 り出 し
(事情説 明)
32課 切 り出 し
「くれ ます か」対.「もらえます か」
「も らえ ます か,も らえませ んか,も らえ
な いで しょ うか,い た だけます か,い た
だけません.か,いただけないで しょうか」
「一 て あげ る,～ て さ しあげ る」 「一 て く
れ る,～ て くだ さる」 「～てや る」 「～て
もら う,～ ていただ く」




「ち ょっ とお話 ししたい こ とが あるんです
が,...」 「ち ょっとご相談 したい こ とが
あるん です が,...」 な ど(謙譲 形 の学習
は この切 り出 しのため)
「おっ しやる」
「一っ もりですか」 ではな く 「～ます か」
「～つ も りです」 の制約的 用法(「～ うと思
っています」「～たい と思 ってい ます」)
「～ん じゃないですか,～ ん じゃない で し
ょ うか」(「～ と思 い ます(け ど)」よ り丁
寧)
「(きつ い)し...」「～んです けど._」
「～んです けど/～ たいんですけ ど,(ど う
した らいいです か)」
「あの う,ち ょっ と うかがい ます が」 「～


















「～ こ とに な る」 の ほ うが 「一 こ とに す
る」 よ り丁寧 な例
「お かげ さまで」「いい勉強にな りま した」
「お/ご ～ くだ さい」目
「お ノご～いただけ ますか」
「～てお ります」(ウチ)
「申 し訳 あ りませんが」 「悪いんですけ ど」
「承知 しま した」「けっこ うです」
「失礼 です が」(名を聞 く)
身内には 「～ さん」 をつ けない(ウチ)
「～ させ る」 と 「～ てもら う」
「～ させ ても らう/さ せていただ く」
「～ させ ていた だけ ます か」「～ させ てい
ただ きたいんです が」
敬 語(5)ま と め
1、 尊 敬 語(重)動 詞 「い ら っ し ゃ る,な さ る,.お っ し ゃ る,
く だ さ る」 な ど
(2)形 「お ～ に な る,ご ノお ～ な さ る」
(3)命 令 「お ～ く だ さ い,ご ～ く だ さ い 」
(弔 接 頭 語 ・接 尾 語 「ご 解,お ～,～ さ ん,酎
の 方 」
(5)「一 て い ら っ し ゃ る 」
(6)「一 で い ら っ し ゃ る 」
2.謙 譲 語(1)動 詞rお る,ま い る,い た ず,う か が う,
お 目 に か か る 」 な ど
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(2)形 「お～する,ご!お ～す る」




3.丁 寧語6楽1)美 化語 「お は し,お 水」
(2)rこちら,ど ちら」(店員 の言葉)
(3)rNl'NAでご ざいます」(店員の言葉)
(4)rござい ます,ま い ります,～ てお ります」
(公共 のアナ ウンスな ど)
(5)r～で して,一 で した ら,一 ま して・ ～ まし
た ら,～ ます と」
丁寧 さ 問接表現,あ い まい表 現
決 ま り言葉 「お忙 しい ところ申 し訳あ りません」
遠慮(1)r～ ていた だけないか と思 って」
39課 遠慮 〔2)「 ～ていた だける といいん です げ ど/一 て
も らえ る とい いん です け ど/～ とあ りが
たい んです け ど」'
Tota1知paneseは初級 の教科書 であ り,こ れ だけの待遇表現 が初 級 で
学習 しきれ るか とい う疑 問もあるかも しれ ない。これ については,中 級以
降の待遇表現教育 とか らめながら次項 で答 え ることとす る・
3.中級以降における待遇表現教育一 初級との関連
初級 における待遇表現の教育は,学習者の体験や日本語環境の範囲内に
6)TotalJapaneseでの 「丁 寧 語」 は,一 般 に 行 わ れ て い る 「尊 敬 語 ・ 謙 譲 語,
丁寧 語 」 の3分 類 に は従 っ て い ない 。 「デ ス ・マ ス体 」 は 「ダ体 」 とと も に ス ピー
チ レベ ル と して 扱 い・rT寧 語 」 はR面nedexpτessiQnsとして 丁 重語 ・ 美化 語 を指
して い る 。
一11一
限 るのが よい ことは前 に述 べたが,待 遇表現 の うち敬語 に限 って言 えば,
初緩 ではそ のかな りの部分 は理解 中心 の学習であってよいであろ う。非常
に基本的 な 「い らっしゃる」 「おっ しゃる」 「な さる」「お～ にな 蚤」や呼
称,授 受(恩恵)表現,依 頼表現 な どの敬語表現 は理解す る ことも表現(使
用〉す ることも初級 で要求 され て当然 であるが,そ れ以外 の初級 の敬語 の
多 くは理解 学習が中心 にな り,や が て中級 において表現(使用)で きるよう
要求 され ることになるのがよい。つ ま 釦,中 級 の敬語教 育の中核 をなすの
は初級 で主に理解 のために導入 された敬語 の運用力 をっ けることにあ ると
言 える。 この点,敬 語 を除 く他の待遇 表現 が初級 で導入 され た場合,そ こ
では理解 も表現(使用)もほとん どともに要求 され るのと異 な る扱 い を受 け
ることにな る。なぜ このよ うに敬 語 と他の待遇表現 を分 けて考 え るのか と
.い うと・敬語 は積極的 に敬意や丁 寧度 を加 えてい く点 で特 に誤用や濫用 の
おそれのあ るものであ り,十 分理解 されたあ とで使用 され ることが望 ま し
いからである。
二のた め,初 級 にせ よ中級 にせ よ,敬 語 の教育 は 「理解 」 と 「表現(使
用)」の2っ の面 に分 けて行 われ るとよいで あろ う。学習 の負担 を心配 し
て,初 級 か ら謙譲語 を全て,あ るいはほ とんど取 り除いて教 える とい うの
は,学 習者 が 目本 での日常生活 の中で耳にす る日本語 の理解 とい う点か ら
は・現実性・実用性 に乏 しい考 え方 である と言 わねば なるまい。学習者 が
実際に 口に しな くとも,さ まざまな場面 で学習者 は尊敬表現や謙譲表現 に
取 り囲まれ ているので あ り,こ れ らの理解 の集積 が次 の段階 での よ り高 度
な待遇 意識 を育んでい くので ある。 この点 か らも,「理解」 できれば十分
なもの と 「表現(使用)」で きるように指導 して い くもの とい う観点 を取 り
入れれぱ,初 級 から中,上 級 へ と進 んでい く待遇表現教青はそれ ほど重 い
負担 もな く行 われ るはずである。
目本 国内での 日本語教 育 におい て,ち ょうど普通体(ダ体,く だけた話
体)の理解 が敬体(デ ス ・マ ス体)中心 の初級段階で も不可欠 である と考 え
られるよ うになって きたこ とが象徴 す るよ うに,コ ミュニケーシ ョン能カ
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の向上 を 目的 とする会話教育か らは,敬 語 の理解学習 もまた,初 級で軽視
す るわけにはいかな くなって きてい る。 む しろ,初 級 で,敬 語表 現 を耳 に
し,理 解 し,慣 れるこ とによって,次 の段階一 す なわち,中 級 一 での
表 現(使用)の基礎 づ くりをす るとい う積極 的 な意味 が出 て くるこ とを評価
すべ きηで ある。初級 であるか らとい って待遇 を考 えな いで行 う目本 語学
習 には,日 常的に耳にす る教室外で の 日本語へ の無関心,無 理解 を助 長す
るおそれが多分 にあるこ とを忘れて はなるまい。
TotalJapaneseに話 を もどす と,そ の第38課 における敬語 お よび解
説(ま とめ)はここですべ てを学習す る とい うのではな く,こ の課 まで に扱
った ものについては整理 のた めであ り,こ こでは じめて導入 され る敬 語 に
つ いては必ず しも表現 〔使用)を 目標 と しな くて よい ものである(例=ご 覧
にな る,い たす)、これ らは学習者 が実際 に出会 う公共 の場 でのアナ ウン
スやサー ビス業場面,テ レピ番組な どを通 して,理 解 できるよ うになれば
十分であ る。ただ,注 意 しな くては ならないのは,中 級 においてそれ らが
既 習 のもの としてないが しろにされ ては な らず,ロ ール プレイ,目スキ ッ ト
な どによって表現(使用〉中心で習得 できるよ うにしっか りと指導 され るべ
き点であ る。中級,上 級間 において も同様 の理解 と表現(使用)のスパ イ ラ





















ルなつなが り3)が望 まれ る。す なわち理解 中心 で導入 され た もの が次 の段
階では表現(使用)され るもの として くりかえし指導 され るのである。その
関係 を簡単 に図示す ると前 頁のよ うになる。
こ うして・理解 された待遇表現,特 に敬語 は,次 の段階 では必 ず表現
(使用)を 目的 として学 習 され,さ らに新 たに導入 された理解 のための待遇
表現 がその次の段 階で表現(使用〉中心 に学習 され るとい う連続性,継 続性
をもつ こ とによって,待 遇表現教育 の段階性は構築 され てい くのである。
この考 えに基 づい て,初 級(TotalJapanese)と中級,上 級 の 「理解」
項 目と 「表現(使用)」項 目の具体案 を下に示す 。初級 におい ては,敬 語 は
かな り厳正 に表現(使用)と理解 に分 け,広 義 の待遇表現 にあた る ものは,
早 くか らコミュニケーシ ョン能力 をつ けるために,一 応すべ て表現(使用)
初
表 現(使用)
尊 敬 語/形(イ ラ ッシ ャ ル,ナ サ ル,
オ ッシ ャ ル,オ 岬 ニ ナ ル,ゴ ～ ナ
サ ル,岬 テ イ ラ ッシ ャ ル,ゴ!オ ～)
謙 譲 語 〔ウ カガ ウ,オ/ゴ ～ スル〉
授 受 動 詞
恩 恵 表 現
呼 称,親 族 呼 称
応 答 詞
終 助 詞
切0出 し(オ ー シ タイ コ トガ ァル ン デ
ス ガ な ど)
前 置 き(今 チ ョ ッ トヨ ロ シイ デ ス カ な
ど)
挨 拶,決 ま り言 葉
や わ らげ,頃 だ ね,間 接 表 現,
あい まい表 現
あい づ ち
言 い さ し
理 解
尊 敬語/形(オ/ゴ ～ ク ダ サ イ,オ イi
デ ニ ナ ル,ゴ 覧 ニ ナ ル,召 シ 上 ガ:
ル〉
謙 譲語1形9)(オ目ニ カ カル,拝 見 ス ル,
イ タ ダ ク(飲食),～ サ セ テ モ ラ ウ,
酎 サ セ テイ タ ダ ク!
申 ス,オ ル,参 ル,イ タ ス,目一 デ
ゴザイ マ ス1
～ テ オ リマ ス,オ/ゴ ー イ タ ダ ケ
マ ス カ)
許 可求 め(～ サセ テ イ タ ダケ マ ス カ)
丁 寧 語9)(～デ シ テ,～ デ シ タ ラ,～
マ シ テ,～ マ シ タ ラ,～ マ ス 、一F
ゴ ザ イ マ ス,マ イ リ マ ス,一 デ ゴ
ザイ マ ス,一 テ オ リマ ス)
'遠 慮
くだ け た話 体(ダ 体 の 基本)
S)参 考 文 献2参 照
9)TOtalJapaneseでは 「謙 譲 語 」 をや や広 く解 釈 し,「謙 譲 語 」 の ほ か い わ ゆ
る 「丁 重語 」 「丁重 謙 譲 譜 」 を含 む。 また 丁重 語 的 な ものや 美化 語 は別 にRe五ned
expressions「丁寧 語 」 と して導 入 し た。
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丁寧(指示,依 頼,断 り)
級 配 慮(～ タイ,ホ シ イ,～ テ アゲ マ シ
ヨ ウカ,～ ツモ リデ ス カ な ど)
誘 い,依 頼,許 可 求 め,助 言,申 し出
電 話 表 現(一 ト申 シ マ ス,一 デイ ラ ッ
シ ヤ ル,～ デ ゴザ イ マ ス)
デ ス ・マ ス体

















頂 戴 シ マ スな ど)
丁 重 体(参 リマ ス,イ タ シ マ ス,～ テ
オ リマ ス,一 ト存 ジ マ ス)
挨 拶(恐 レ入 リマ ス,カ シ コ マ リマ シ
タな ど)
決 ま り言 葉
間接 表 現,あ い ま い表 現
漢 語,改 ま り語(拝 借 シ マ ス,オ 求 メ
ク ダサ イ な ど)
く だ けた話 体1ダ体 の 発展1)
… 響 テ夙 分カンナイ'～ッケな…
特 殊 な敬 語(改 ま り度 の高 い も の)
軽 卑 語
や や 古 めか し い敬 語
くだ1ナた 言舌体(タヤ体 の発 展2)
(～カ モ(ネ),ヤ ッパ
超 ウマ イ,ス ゴイ オ イ シイ
オ レ,オ マ エ,ア ン タ,コ イ ッ/
ソイ ツ/ア イ ツ/ド イ ツ
～ サ,～ ゾ,～ ぜ,～ カ ヨ,～ カ イ
ス ゲ ェ,ウ メ ェ,知 ラ ネ エ,～ ッ
テ バ な ど)
を目的として分類 した。なお,こ こには,ス ヒ㌧ チスタイルも含めた。






上級 の揚合 は,も し可能 な ら,待 遇表現 のみ を学ぶ時問 を設 け,表 現練
習の場 として次 のよ うな場 を設 けるこ とを提 案す る。
・発表(正式 の発表),ス ピーチ
・ビジネス会話(初対面 の人,顧 客,上 司,同 僚 との会話,電 話会話 な
ど)
・一般会話
・手紙文(個人的 な手紙 ビジネス レター)のや 釦とり
発表や スピーチ にはそれぞれ特有 の敬語,決 まり言葉,漢 語,改 ま り語
な どがあ り,ビ ジネス会話 に も特有 の敬語,挨 拶,決 ま り言葉,間 接表
現,漢 語,改 ま り語 な どがあるので,こ れ らを学習 す る。一般 の会話 はさ
まざまな待遇表現 を組 み合 わせ た リス トラテ ジー を駆使 した りできるよ う
に,異 なる人間関係 の中での諸表現 をロールプ レイやスキ ッ ト,シ ミュ レ
ーシ ョンで学 習す る・ ビジ ター ・アクテ ィ ビテ ィーゆが できれば更 に よ
い。生 の ドラマ などに出て くる非常 に くだけた話体,軽 卑語的 なもの,お
としめ,冗 談,か らかいな どの待遇表現 は,上 級 では じめて理解 できれば'
よいもの として扱 うとよいであろ う。 また,手 紙文 には,手 紙文 らしい敬
語,挨 拶,決 ま り言葉,前 置 き,切 塑出 し,改 ま り語 な どがあ り,初 級,
中級で学習 した手紙文 に これ らを加 えて待遇表現 を使用 させ る。特 に手紙
文 は,会 話 と同様,相 手 がだれ であるか,用 件 が依頼 であ るか,催 促 で あ
るか,あ るいは礼状,挨 拶状 であるかな どに よって,多 様 な型 の練習 が必
要 となろ う。その一方で,講 演,講 義,討 論会,ド ラマ(待遇表現 を多 く
含 む)などの(視)聴解,手 紙 の読解,近 代文学作品 な どにおけ るやや古 め









生み出すために日本文化の中でどう気配 りをし,ど う表現 していくかの実
践的,具体的な学習が待遇表現教育のかな りの部分を占めることをまず認
識すべきであろ う。そのうえで,初級,中 級 上級を問わず,敬 譜 ととも
に前置 きや話の切 り出し方,潤 滑油 としてのあいづち1挨 拶・決ま り言






動,母 語文化 との相違点,類 似点を明 らかにする研究が更に進められなけ
ればならない。
5.終 わ り に
中級以降での待遇表現 については,一 般にまだ初級における待遇表現ほ
どに,何 をどう扱 うかが論ぜられてもいない し,研究 も進んでいない と言
えよう。敬語だけではなく,広義の待遇表現の何が中級・上級で教育 され
るべきかにっいて本稿では仮説的に提案 したが,今 後は実際の教育の中で
一層具体的に待遇表現項 目を取 り上げ,待 遇表現の全体像をかたちづ くっ
ていく一方で,中級,上 級での待遇表現教育の目指す ところをより明 らか
にしていきたいと,思う。
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